
●
プ
ロ
チ
ー
ム
と
の
連
携

　
宮
川
議
員　
本
県
で
は
、
野

球
、バ
ス
ケ
ッ
ト
、
サ
ッ
カ
ー
、
ラ

グ
ビ
ー
、バレ
ー
な
ど
多
く
の
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
活
躍
し
て
お

り
、
身
近
な
場
所
で
直
接
観
戦

校
の
調
査
・
基
本
設
計
に
着
手

す
る
予
定
で
す
。

●
銚
子
商
業
高
校
で
の
取
組　

　
宮
川
議
員　
私
の
地
元
の
銚

子
商
業
高
校
は
、
令
和
４
年
度

ま
で
に
着
手
を
目
指
す
施
設
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
同
校

に
は
本
校
舎
と
海
洋
校
舎
が
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
長
寿
命
化

に
取
り
組
む
の
か
。

　
教
育
次
長　
昨
年
度
ま
で
に

両
校
舎
の
劣
化
状
況
等
の
調
査

や
基
本
設
計
が
完
了
し
た
と
こ

ろ
で
す
。 

本
校
舎
の
大
規
模
改

修
は
、
海
洋
校
舎
に一
時
移
転

し
た
上
で
実
施
す
る
計
画
で
、

今
年
度
は
、
移
転
に
必
要
な
機

能
を
整
備
す
る
た
め
の
実
施
設

計
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
海
洋

校
舎
に
つい
て
は
、
本
校
舎
の
改

修
が
完
了
し
た
後
、
大
規
模
改

修
等
を
行
う
予
定
で
す
。

●
計
画
的
な
施
設
の
改
修　
　

　
宮
川
議
員　
高
校
の
生
徒
数

は
、
今
後
大
幅
な
減
少
が
見
込

ま
れ
、
県
立
高
校
の
再
編
計
画

で
あ
る「
県
立
高
校
改
革
推
進

で
き
る
機
会
に
恵
ま
れ
てい
る
。

　
子
供
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
や
喜
び
を
体
験
さ
せ
る
た

め
、
プ
ロ
チ
ー
ム
と
ど
う
連
携

し
て
い
る
の
か
。

　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
局
長　
令
和

　
銚
子
市
及
び
東
庄
町
選
出
の
宮
川
太
議
員

は
、6
月
県
議
会
で一般
質
問
に
登
壇
。銚
子

商
業
高
校
の
全
面
改
修
問
題
を
始
め
、農
業

後
継
者
への
支
援
、銚
子
漁
港
の
活
用
、洋
上

風
力
発
電
、さ
ら
に
懸
案
の
道
路
問
題
、キ
ャッ

シュレ
ス
化
な
ど
に
つ
い
て
県
の
考
え
を
た
だ

し
た
。そ
の
質
疑
応
答
の
概
要
を
お
伝
え
す
る
。

と
の
交
流
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、子
供
た
ち
が
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
直
に
感

じ
、
未
来
へ
の
夢
や
希
望
を
抱

い
て
い
け
る
よ
う
、
プ
ロ
チ
ー
ム

と
の
連
携
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
　
初
代
局
長
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
も
文
化
も

し
っ
か
り
と
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

3
年
度
に
は
、
県
内
在
住
の
児

童
・
保
護
者
約
2
万
2
千
名
を
、

野
球
、
サッカ
ー
な
ど
県
内
5つの

プ
ロ
チ
ー
ム
の
公
式
戦
に
招
待
し

た
ほ
か
、7つの
チ
ー
ム
と
連
携
し
、

小
中
学
校
8
校
で
プ
ロ
選
手
等

●
農
業
経
営
者
へ
の
支
援

　
宮
川
議
員　
銚
子
市
は
、
千

葉
県
を
代
表
す
る
キ
ャ
ベ
ツ
や

大
根
の一
大
産
地
と
し
て
農
業

が
盛
ん
だ
。
農
地
を
積
極
的
に

活
用
し
て
生
産
拡
大
を
図
る
意

欲
的
な
農
業
者
も
多
く
、
後

継
者
と
な
る
子
供
も
就
農
し
て

い
る
。

　
農
業
の
担
い
手
の
経
営
発
展

に
向
け
、
県
は
ど
の
よ
う
に
支

援
し
て
い
る
の
か
。

ま
ず
本
校
舎
改
修
へ

ま
ず
本
校
舎
改
修
へ

ま
ず
本
校
舎
改
修
へ

　
農
林
水
産
部
長　
農
業
者
の

経
営
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、

経
営
規
模
拡
大
や
効
率
化
、
経

営
管
理
能
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、
担
い
手
へ

の
農
地
集
積
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
生
産
拡
大
や
省
力
化
に

必
要
な
農
業
機
械
や
施
設
等
の

導
入
を
支
援
し
、
ま
た
、
法
人

化
や
雇
用
等
が
円
滑
に
進
む
よ

う
、
専
門
家
に
よ
る
支
援
や
、

助
成
な
ど
を
行
って
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
担

い
手
に
支
援
が
図
ら
れ

る
よ
う
、県
で
も
し
っ
か
り
フ
ォ

ロ
ー
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

●
漁
港
用
地
の
有
効
活
用　
　

　
宮
川
議
員  

高
齢
化
な
ど
の

影
響
で
漁
業
就
業
者
や
漁
船
数

が
減
少
し
て
お
り
、一部
漁
港
で

は
低
利
用
、
未
利
用
の
用
地
も

見
受
け
ら
れ
る
。
漁
港
内
の
用

地
を
有
効
活
用
し
、
観
光
集
客

施
設
等
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
漁
村
地
域
の
活
性
化
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
知
事　
近
年
、
漁
業
者
や
漁

船
の
減
少
な
ど
漁
業
情
勢
の
変

化
に
伴
い
、一
部
の
漁
港
で
は
、

用
地
に
余
裕
が
生
じ
て
お
り
、

漁
業
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
、
水
産
業
振
興
や
地
域
活
性

化
の
た
め
に
有
効
活
用
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、
こ
れ
ま
で

漁
港
内
の
直
売
所
や
食
堂
等
の

整
備
を
支
援
し
て
き
た
ほ
か
、

幅
広
く
有
効
活
用
策
の
検
討
を

促
す
た
め
、
漁
業
協
同
組
合
や

市
町
な
ど
に
、
全
国
の
先
進
事

例
等
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　
観
光
集
客
施
設
等
の
整
備
が

検
討
さ
れ
る
際
に
は
、
県
と
し

て
必
要
な
助
言
や
国
と
の
調
整

を
行
う
な
ど
、
漁
村
地
域
の
活

性
化
に
向
け
た
取
組
が
進
む
よ

う
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

プ
ラ
ン
」（
推
進
プ
ラ
ン
）で
も
、

今
後
10
年
間
で
10
組
程
度
の
統

合
を
見
込
む
と
あ
る
。

　
今
後
の
高
校
の
再
編
計
画
を

踏
ま
え
て
、
計
画
的
に
改
修
を

行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
教
育
次
長　
長
寿
命
化
計

画
に
お
い
て
は
、
毎
年
度
、
大

規
模
改
修
等
の
整
備
対
象
施

設
を
見
直
す
こ
と
と
し
て
お

●
県
内
企
業
参

画
の
促
進

　
宮
川
議
員

銚
子
市
沖
は
、洋

上
風
力
発
電
を

行
う
に
は
絶
好

の
条
件
が
整って

い
る
こ
と
か
ら
、

大
規
模
な
洋
上

風
力
発
電
の
導

り
、「
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

く
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
踏
ま
え

な
が
ら
適
切
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

高
校
の
大
規
模
改
修

は
、再
編
計
画
を
しっか
り

と
踏
ま
え
、く
れ
ぐ
れ
も
無
駄
の
な

い
よ
う
進
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
漁
港
に
つ
い
て
は
、

県
に
対
し
、
有
効
活
用

に
関
す
る
提
案
や
相
談
が
寄
せ

ら
れ
た
際
に
は
、
そ
の
実
現
に

向
け
、一緒
に
汗
を
か
い
て
い
た

だ
き
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
も
ら
う
よ
う
要
望
す
る
。

更
な
る
担
い
手
へ
の
支
援
を

更
な
る
担
い
手
へ
の
支
援
を

漁
港
用
地
の
有
効
活
用
を

漁
港
用
地
の
有
効
活
用
を

銚
子
商
業

農
　
業

●
県
内
企
業
参

　
宮
川
議

銚
子
市
沖
は

上
風
力
発
電
を

行
う
に
は
絶
好

の
条
件
が
整って

い
る
こ
と
か
ら

大
規
模
な
洋
上

風
力
発
電

洋 上 風 力 発 電
県内企業の参入も

要望

要望

要望

要望

ま
で
に
大
規
模
改
修
の
着
手
を

目
指
す
学
校
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
の
着
手
は
、
災

害
復
旧
な
ど
を
優
先
し
た
こ
と

か
ら
11
校
と
な
っ
て
お
り
、
今

年
度
は
、
こ
の
11
校
で
、
予
定

ど
お
り
実
施
設
計
や
改
修
工
事

な
ど
を
行
う
ほ
か
、
新
た
に
6

６月県議会で一般質問
に登壇した宮川太議員

●
県
立
学
校
の
長
寿
命
化

　
宮
川
議
員　
県
立
学
校
は
、

高
校
が
1
2
1
校
、
特
別
支
援

学
校
が
37
校
あ
る
。「
千
葉
県
県

有
建
物
長
寿
命
化
計
画
」（
長

寿
命
化
計
画
）の
対
象
校
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　
教
育
次
長　
計
画
で
は
、
県

立
学
校
54
校
が
、
令
和
9
年
度

入
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら

れ
、
昨
年
12
月
に
は
事
業
者
が

決
定
。
令
和
10
年
9
月
に
は
運

転
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

関
連
産
業
へ
の
県
内
企
業
参
入

を
促
す
た
め
、
県
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
商
工
労
働
部
長　
県
で
は
、

県
内
企
業
の
参
入
促
進
に
向
け

た
第一歩
と
し
て
、
去
る
5
月
18

日
に
、
事
業
・
工
事
計
画
概
要

等
を
紹
介
す
る
説
明
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
建
設
業
や
製
造

業
、
運
輸
業
、
宿
泊
業
な
ど
幅

広
い
業
種
か
ら
2
3
0
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
企
業
か

ら
は
、
多
く
の
質
問
や
提
案
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
関
心
の
高
さ

が
伺
え
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
分
野
別
に
発
注
内

容
の
詳
細
を
伝
え
る
商
談
会
等

を
開
催
し
、
発
電
事
業
者
と
の

マッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
、
多
く
の

県
内
企
業
が
参
入
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

6月県議会・一般質問6月県議会・一般質問

漁
　
業

〈1〉 令和4年9月17日（土）
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税
な
ど
の
県
税
や
水
道
料
金
な

ど
で
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決
済
を
導

入
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
は
、

一
部
の
県
立
学
校
の
入
学
検
査

料
で
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
県
と
し
て
は
、
更
な
る
キ
ャッ

シュレ
ス
化
が
図
れ
る
よ
う
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

●
県
警
で
の
導
入
課
題

　
宮
川
議
員
　
県
警
の
各
種
手

続
き
上
の
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
化
に

は
、ど
ん
な
課
題
が
あ
る
の
か
。

　
警
察
本
部
長　
県
警
で
取
り

扱
う
各
種
申
請
手
数
料
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
の
条
例
等
に

お
い
て
、
収
入
証
紙
で
納
入
す

る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
入
は
、
県

警
の
み
な
ら
ず
、
全
庁
的
な
も

の
で
あ
り
、
他
方
、
関
連
機
器

の
整
備
や
徴
収
事
務
人
員
の
確

保
な
ど
、
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
関
係
部
局
と
連
携
し
な
が

ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
県
立
学
校
で
の
取
組　
　
　

　
宮
川
議
員
　
県
立
学
校
の
入

学
手
続
き
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
教
育
次
長　
県
立
学
校
の
入

学
手
続
に
お
い
て
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
出
願
と
、
入
学

検
査
料
のペ
イ
ジ
ー
に
よ
る
納
付

を
、順
次
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
今
年
度
は
、県
立
中
学
校
2

校
及
び
千
葉
高
校
・
東
葛
飾
高

校
の
出
願
で
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
県
民
や

事
業
者
が
デ
ジ
タ
ル
化

の
恩
恵
を
実
感
で
き
る
よ
う
、利

用
者
が
多
い
手
続
き
を
中
心
に
、

可
能
な
も
の
か
ら
速
や
か
に

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
を

しっか
り
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
特
に
、
運
転
免
許
証
の
更
新

手
続
き
を
始
め
と
す
る
県
警
の

各
種
手
続
き
は
、
全
て
の
県
民

に
係
わ
る
も
の
で
、
県
民
の
利

便
性
が
大
き
く
向
上
す
る
。
ま

た
、
教
習
所
な
ど
事
業
者
の
負

担
も
軽
減
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　
警
視
庁
な
ど
の
先
進
事
例
を

参
考
と
し
て
、
県
民
の
利
便
性

が
向
上
す
る
よ
う
、
で
き
る
限

り
早
期
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
導
入
す
る
よ
う一層
加
速

化
し
て
の
検
討
を
要
望
す
る
。

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
度
は
、

全
線
に
渡
っ
て
測
量
な
ど
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

●
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況　
　

　
宮
川
議
員　
銚
子
市
の
北
側

を
東
西
に
連
絡
す
る
国
道
3
5 

6
号
の
バ
イ
パ
ス
整
備
と
し
て
、

銚
子
市
の
区
間
で
銚
子
バ
イ
パス

を
、
東
庄
町
か
ら
香
取
市
の
区

間
で
小
見
川
東
庄
バ
イ
パス
事
業

を
進
め
て
い
る
が
、
両
バ
イ
パ
ス

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
銚
子
バ
イ

パ
ス
は
、
銚
子
市
大
橋
町
か
ら

小
船
木
町
ま
で
の
8
・
2
㎞
で

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
銚
子
市
長
塚
町
か
ら
芦
崎
町

ま
で
の
3
㎞
に
つい
て
は
、
令
和

5
年
度
の
供
用
を
目
指
し
、
全

線
に
渡
り
、
橋
梁
上
部
工
事
や

道
路
改
良
工
事
な
ど
を
進
め
る

予
定
で
す
。

　
小
見
川
東
庄
バ
イ
パ
ス
は
、

東
庄
町
新
宿
か
ら
香
取
市
小
見

川
ま
で
の
8
・
7
㎞
の
道
路
で
、

こ
れ
ま
で
に
香
取
市
側
の
4
・

7
㎞
を
供
用
し
て
い
ま
す
。

　
残
る
東
庄
町
側
の
4
㎞
に
つい

て
は
、
令
和
5
年
度
の
供
用
を

目
指
し
、
今
年
度
、
黒
部
川
を

渡
る
橋
梁
上
部
工
事
や
県
道
に

接
続
す
る
道
路
改
良
工
事
な
ど

を
進
め
る
予
定
で
す
。

●
未
事
業
化
区
間
の
検
討

　
宮
川
議
員
　
銚
子
市
か
ら
東

庄
町
間
の
未
事
業
化
区
間
の
検

討
状
況
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
国
道
3 

5
6
号
の
銚
子
市
小
船
木
町
か

ら
東
庄
町
新
宿
間
に
つい
て
は
、

東
関
東
道
等
と
香
取
・
東
総
地

域
と
の
更
な
る
ア
ク
セ
ス
強
化
を

図
る
た
め
、バ
イ
パ
ス
等
の
整
備

が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

地
元
市
町
や
関
係
機
関
と
協
議

を
行
い
な
が
ら
今
後
、
道
路
予

備
設
計
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

●
下
総
橘
停
車
場
東
城
線　

　
宮
川
議
員
　
県
道
下
総
橘

停
車
場
東
城
線
の
バ
イ
パス
、
通

称
北
ル
ー
ト
の
進
捗
状
況
は
。

　
県
土
整
備
部
長　
県
道
下
総

橘
停
車
場
東
城
線
は
、
狭
隘
で

屈
曲
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
庄

町
新
宿
か
ら
宮
本
ま
で
の
2
・

6
㎞
を
整
備
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
谷
津
か
ら
宮
本
ま
で
の

1
・
6
㎞
を
供
用
し
て
い
ま
す
。

　
残
る
1
㎞
区
間
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
橋
梁
上
部
工
事
を
実
施

し
て
お
り
、
令
和
5
年
度
の
供

用
を
目
指
し
、
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
の
供
用

に
向
け
全
線
で
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
、と
の
こ
と
で
、

地
元
も
大
い
に
期
待
し
て
お
り
、

一日
も
早
い
完
成
を
要
望
す
る
。

　
ま
た
、
北
ル
ー
ト
に
続
き
、

東
庄
地
域
の
南
部
を
東
西
に
走

る
県
道
多
古
笹
本
線
の
い
わ
ゆ

る
南
ル
ー
ト
の
未
整
備
地
区
間

に
つ
い
て
も
、
整
備
を
進
め
る

よ
う
要
望
す
る
。

と
な
る
こ
と
か
ら
、
効
果
的
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
県
で
は
、
平
時
に

お
け
る
執
務
室
が
、
災
害
時
に

そ
の
ま
ま
災
害
対
策
本
部
へ
移

行
す
る
ほ
か
、
県
の
地
域
防
災

計
画
に
お
い
て
も
、
普
段
か
ら

使
用
し
て
い
る
物
資
を
災
害
時

に
活
用
す
る
考
え
を
示
す
な
ど

の
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
フェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の

考
え
方
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

災
害
に
強
い
千
葉
県
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
合
同
庁
舎
始
め
広
く

県
有
施
設
の
整
備
に
あ

た
っ
て
も
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の

理
念
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
設

計
段
階
か
ら
配
慮
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

●
カ
ー
ド
化
へ
の

課
題

　

宮
川
議
員　

子
供
医
療
費
助

成
受
給
券
を
カ
ー

ド
サ
イ
ズ
に
変
更

す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　

健
康
福
祉
部

長　
受
給
券
の
サ
イ
ズ
変
更
に

つ
い
て
、先
月
、市
町
村
に
意
向

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
県
内一律

な
ら
賛
成
」が
27
団
体
、「
現
行

と
の
併
用
で
き
る
な
ら
賛
成
」が

11
団
体
、「
変
更
に
は
反
対
」が

14
団
体
で
、多
く
の
市
町
村
か
ら

費
用
負
担
や
事
務
負
担
の
増
大

に
つ
い
て
懸
念
が
示
さ
れ
ま
し

た
。引
き
続
き
、市
町
村
と
意
見

交
換
を
行
い
、他
県
の
状
況
等
も

参
考
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
町
村
に
お
け
る
受

給
券
の
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
化

な
ど
、県
と
し
て
利
用
者
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、あ
ら
ゆ
る
支
援

の
検
討
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

今年度から測量匝瑳市～旭市 今年度から測量今年度から測量匝瑳市～旭市匝瑳市～旭市
銚子連絡道路

要望

要望 要望要望

●
銚
子
連
絡
道
路
の
現
況

　
宮
川
議
員　
銚
子
市
の
南
側

を
東
西
に
連
絡
す
る
国
道
1
2 

6
号
で
は
、
圏
央
道
の
松
尾
横

芝
イ
ン
タ
ー
チェン
ジ（
IC
）か
ら
、

銚
子
連
絡
道
路
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
横
芝
IC
ま
で
の

6
㎞
区
間
は
自
動
車
専
用
道
路

と
し
て
供
用
さ
れ
、
続
く
匝
瑳

市
ま
で
の
5
㎞
区
間
は
5
年
度

末
ま
で
の
供
用
に
向
け
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
匝
瑳
市
か
ら
旭
市
区
間
の
取

組
状
況
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
匝
瑳
市
か

ら
旭
市
ま
で
の
13
㎞
区
間
は
、

今
年
度
よ
り
新
規
事
業
化
し
た

●
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
導
入

　
宮
川
議
員
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
導
入
を
、
更
に
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
知
事　
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決
済

は
、
納
付
方
法
の
多
様
化
に
よ

る
利
便
性
の
向
上
、
事
務
効
率

化
や
収
納
率
向
上
な
ど
の
効
果

が
期
待
で
き
る
た
め
、
実
現
に

向
け
た
取
組
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
県
で
は
、
自
動
車

業
者
等
と
の
協
定
に
基
づ
き
、

物
資
の
優
先
的
な
提
供
を
受
け

る
ほ
か
、
国
・
他
自
治
体
な
ど

か
ら
救
援
物
資
を
受
入
れ
る
こ

と
を
想
定
し
、
集
積
・
輸
送
拠

点
を
選
定
し
て
お
く
な
ど
、
物

資
供
給
体
制
の
充
実
・
強
化
を

図
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
物
資
輸
送
の
取
組

　
宮
川
議
員
　
災
害
時
の
物
資

輸
送
を
円
滑
に
行
う
た
め
、ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
物

流
の
ノ
ウ
ハウ
等
を
有
す
る
民
間

事
業
者
な
ど
と
、
災
害
時
に
お

け
る
輸
送
車
両
の
確
保
や
荷
役

作
業
等
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
、
輸
送
手
段
の
確
保
に
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
事
業
者
が
災
害
対
策

本
部
訓
練
に
参
画
し
、
被
災
状

況
に
応
じ
た
輸
送
ル
ー
ト
や
手

段
を
確
認
し
て
い
る
ほ
か
、
実

際
の
実
動
訓
練
も
行
い
、
災
害

時
の
物
資
輸
送
の
運
用
面
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

物
資
調
達・輸
送
調
整
等
支
援

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、 

速
や
か
に

支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
場
合
に
備
え
、
民
間
事

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
県
で

は
、市
町
村
の
備
蓄
物
資
が
不
足

す
る
場
合
に
備
え
、県
内
13
か

所
で
物
資
を
保
管
す
る
と
と
も

に
、発
災
時
に
は
情
報
連
絡
員
や

●
備
蓄
食
料
不
足
へ
の
対
応

　
宮
川
議
員
　
大
規
模
な
災

害
で
、
備
蓄
食
料
が
不
足
す
る

と
き
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

●
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
へ
の
取
組

　
宮
川
議
員　
災
害
への
備
え
を
進

め
て
い
く
た
め
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の

考
え
方
は
大
変
重
要
で
あ
る
。フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
に
関
す
る
県
の
取
組
は
ど

う
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
平
時
に

お
い
て
使
用
し
て
い
る
も
の
を
、
災
害

時
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

は
、
災
害
へ
の
迅
速
な
対
応
が
可
能

免
許
更
新
時
も
導
入
を

宮川ふとし県議会リポート 〈2〉令和4年9月17日（土）

自席から再質問する宮川議員

フェーズフリーの考え

設計時から配慮
子供医療費助成受給券

●
カ
ー
ド
化
へ
の

子
供
医
療
費
助

成
受
給
券
を

ド
サ
イ
ズ
に
変
更

す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

子供医療費助成受給券子供医療費助成受給券
カード化への検討

免
許
更
新
時
も
導
入
を

免
許
更
新
時
も
導
入
を

免
許
更
新
時
も
導
入
を

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済


